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海外労働事情

　

こ
の
と
こ
ろ
、
日
本
で
は
中
国
以
外
の
投

資
先
と
し
て
、
ア
セ
ア
ン
の
各
国
に
目
が
向

け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
も
筆
者
が
独
立

行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
の
労
働
政
策
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
し
て
勤
務
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

は
、
域
内
最
大
の
人
口
、
世
界
最
大
の
イ
ス

ラ
ム
人
口
を
有
す
る
国
と
し
て
注
目
さ
れ
る

こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
昨
年
か
ら
今
年

に
か
け
て
、
都
道
府
県
知
事
を
団
長
と
す
る

経
済
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
来
訪
も
相
次
い
で
お
り
、

日
本
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
経
済
的
な
関
係
が

さ
ら
に
強
化
さ
れ
る
も
の
と
期
待
が
高
ま
っ

て
い
る
。

　

一
九
九
八
年
の
政
治
の
民
主
化
以
降
、
経

済
成
長
が
著
し
い
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
経
済
だ
が
、

貧
富
の
格
差
は
大
き
く
、
国
民
の
間
に
は
、

経
済
成
長
の
果
実
の
配
分
を
求
め
、
格
差
の

縮
小
に
向
け
た
施
策
へ
の
要
求
も
強
く
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
を
背
景
と
し
て
、
こ
の
二
年

ほ
ど
の
間
に
、
最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
、

派
遣
・
請
負
規
制
の
強
化
、
国
民
皆
保
険
制

度
の
導
入
と
い
っ
た
施
策
が
講
じ
ら
れ
た
。

　

本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
政
策
対
応
を

行
っ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
経
済
、
社
会
の
状

況
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
の
概
要
さ
ら
に
は

今
後
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
社
会
労
働
政
策
の
課

題
に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
う
。

１

好
調
な
経
済
成
長
と

縮
小
し
な
い
格
差

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
経
済
成
長
率
は
、
こ
の

一
〇
年
ほ
ど
、
ほ
ぼ
毎
年
五
％
か
ら
六
％
台

の
成
長
を
続
け
て
お
り
、リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ

ク
の
影
響
が
あ
っ
た
二
〇
〇
九
年
で
さ
え
も

四
％
台
の
成
長
を
維
持
す
る
等
順
調
に
推
移

し
て
き
た
。
こ
の
背
景
に
は
、
民
主
化
に
よ

る
政
治
的
な
安
定
と
と
も
に
、
人
口
ボ
ー
ナ

ス
で
、
毎
年
二
〇
〇
万
人
以
上
が
新
規
に
労

働
市
場
に
参
入
す
る
と
い
う
豊
富
な
労
働
力

の
供
給
も
大
い
に
寄
与
し
て
き
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
消
費
を
中
心

と
す
る
内
需
が
外
国
か
ら
の
投
資
を
呼
び
込

み
、
雇
用
機
会
が
増
加
し
た
。
拡
大
し
つ
つ

あ
る
中
間
層
は
四
輪
乗
用
車
、
と
く
に
大
家

族
で
乗
る
こ
と
が
で
き
る
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
、

ミ
ニ
バ
ン
へ
の
需
要
に
結
び
つ
い
て
い
る
し
、

そ
れ
以
下
の
層
は
オ
ー
ト
バ
イ
の
保
有
に
向

か
っ
て
い
る
。
自
宅
に
固
定
電
話
が
な
く
と

も
、
携
帯
電
話
を
持
つ
こ
と
は
当
然
の
よ
う

に
な
り
、
露
天
の
店
員
や
ゴ
ル
フ
場
の
キ
ャ

デ
ィ
ー
さ
ん
さ
え
ブ
ラ
ッ
ク
ベ
リ
ー
を
持
っ

て
い
る
。
ジ
ャ
カ
ル
タ
市
内
に
は
大
型

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
も
林
立
し
、
街
の
景

観
を
大
き
く
変
え
る
と
と
も
に
、
悪
名
高
い

ジ
ャ
カ
ル
タ
の
交
通
渋
滞
を
さ
ら
に
悪
化
さ

せ
て
い
る
。

　

一
方
、
生
産
年
齢
人
口
が
急
速
に
増
加
す

る
若
い
人
口
構
造
に
よ
る
労
働
力
の
供
給
圧

力
と
、
一
九
九
七
年
の
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
等

の
影
響
に
よ
る
為
替
レ
ー
ト
の
大
幅
下
落
が

相
ま
っ
て
、
今
世
紀
に
は
い
っ
て
か
ら
の
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
賃
金
は
、
タ
イ
、
中
国
よ
り

も
低
い
状
況
で
推
移
し
て
き
た
。
ま
た
、
製

造
業
を
中
心
と
す
る
雇
用
機
会
の
増
加
も
労

働
市
場
へ
の
新
規
参
入
者
を
十
分
に
吸
収
す

る
こ
と
が
で
き
ず
、
徐
々
に
改
善
し
つ
つ
あ

る
と
は
い
え
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
イ
ン

フ
ォ
ー
マ
ル
セ
ク
タ
ー
で
の
就
業
者
は
全
労

働
者
の
六
割
か
ら
七
割
で
推
移
し
、
タ
イ
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
比
べ
て
も
高

い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
フ
ォ
ー

マ
ル
セ
ク
タ
ー
で
働
い
て
い
る
労
働
者
に
つ

い
て
も
、
有
期
雇
用
契
約
や
解
雇
の
規
制
が

非
常
に
厳
し
い
こ
と
も
あ
り
、
派
遣
、
請
負

と
い
っ
た
外
部
労
働
力
へ
の
依
存
が
続
い
て

き
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
で
は
、
こ
の
と
こ
ろ
、
ジ
ニ
係
数
も
上

昇
し
続
け
、
労
働
組
合
や
国
民
か
ら
は
、
政

府
に
対
し
て
、
様
々
な
要
求
が
出
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

２
二
〇
一
三
年
最
低
賃
金

の
大
幅
引
き
上
げ

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
最
低
賃
金
は
中
央
、
地

方
の
賃
金
協
議
会
の
審
議
を
経
て
、
日
本
の

都
道
府
県
に
相
当
す
る
州
と
そ
の
下
の
市
町

村
に
相
当
す
る
県
・
市
（
両
者
は
同
格
）
の

一
部
が
地
域
最
賃
と
産
業
別
最
賃
を
設
定
し

<Focus>
インドネシア社会労働政策の新展開 

成長成果の配分に向けた取り組みについて
（独）国際協力機構インドネシア共和国労働政策アドバイザー 勝田 智明



Business Labor Trend 2014.5

56

海外労働事情

て
い
る
。
最
低
賃
金
は
就
職
後
一
年
以
内
の

労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
金
額
と
さ
れ
、

勤
続
一
年
以
上
の
労
働
者
は
当
然
の
ご
と
く
、

そ
れ
よ
り
高
い
賃
金
が
支
給
さ
れ
る
べ
き
も

の
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
現
実
に

は
、
最
低
賃
金
は
男
性
労
働
者
の
平
均
賃
金

の
三
分
の
二
程
度
、
女
性
労
働
者
の
平
均
賃

金
と
ほ
ぼ
同
額
と
な
っ
て
お
り
、
最
低
賃
金

イ
コ
ー
ル
製
造
ラ
イ
ン
の
労
働
者
の
基
本
給

と
い
う
状
況
で
あ
り
、
労
使
に
と
っ
て
最
低

賃
金
改
定
が
賃
金
交
渉
の
主
要
部
分
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
た
め
、
最
低
賃
金
改
定
時
の

労
働
組
合
の
運
動
は
激
し
く
、
中
央
で
も
地

方
で
も
、
デ
モ
隊
に
よ
る
中
央
、
地
方
政
府

庁
舎
前
の
集
会
、
座
り
込
み
、
場
合
に
よ
っ

て
は
、
工
業
団
地
や
高
速
道
路
の
封
鎖
と

い
っ
た
動
き
さ
え
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
最
低
賃
金
の
設
定
に
当
た
っ

て
、
も
っ
と
も
重
視
さ
れ
て
い
る
の
は
、
適

正
生
活
費
（
Ｋ
Ｈ
Ｌ
）
と
い
わ
れ
る
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
中
央
の
賃
金
協
議
会
審
議

の
上
、
独
身
男
性
の
生
活
に
必
要
な
品
目
と

量
が
決
定
さ
れ
、
地
方
毎
に
、
個
々
の
品
目

の
価
格
調
査
を
行
い
、
そ
の
合
計
額
に
よ
り

決
定
し
て
い
る
。
二
〇
一
二
年
の
最
低
賃
金

ま
で
は
対
象
品
目
は
四
六
品
目
だ
っ
た
が
、

二
〇
一
三
年
最
低
賃
金
の
改
定
に
あ
た
り
、

一
四
品
目
追
加
さ
れ
六
〇
品
目
と
な
り
、
Ｋ

Ｈ
Ｌ
金
額
が
急
上
昇
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
首
都
ジ
ャ
カ
ル
タ
特
別
州

の
最
低
賃
金
は
、
月
額
約
一
五
三
万
ル
ピ
ア

か
ら
二
二
〇
万
ル
ピ
ア
へ
約
四
〇
％
の
急
増

と
な
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

首
都
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
最
低
賃
金
は
タ
イ
の
首

都
バ
ン
コ
ク
を
上
回
る
こ
と
と
な
っ
た
（
二

〇
一
四
年
三
月
現
在
一
万
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
ル

ピ
ア
＝
約
九
〇
円
）。

　

こ
の
よ
う
な
大
幅
引
き
上
げ
の
結
果
、
労

働
集
約
型
の
輸
出
産
業
で
は
経
営
に
支
障
を

来
す
と
し
て
、
法
律
で
認
め
ら
れ
て
い
る
最

低
賃
金
支
払
い
の
猶
予
措
置
を
申
請
す
る
企

業
も
数
多
く
出
た
。
一
方
で
、
一
部
の
州
で

は
Ｋ
Ｈ
Ｌ
の
上
昇
に
も
拘
わ
ら
ず
、
こ
れ
を

大
幅
に
下
回
る
水
準
で
の
最
低
賃
金
改
定
を

行
っ
た
州
も
あ
り
、
地
域
間
の
格
差
は
拡
大

し
た
。

　

二
〇
一
四
年
の
改
定
で
は
、
政
府
内
で
労

働
集
約
産
業
へ
の
影
響
、
貿
易
赤
字
拡
大
へ

の
懸
念
も
あ
り
、
労
働
組
合
側
か
ら
の
Ｋ
Ｈ

Ｌ
対
象
品
目
追
加
要
求
は
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
。
こ
の
た
め
、
前
年
に
大
幅
引
き
上
げ
と

な
っ
た
ジ
ャ
カ
ル
タ
特
別
州
も
月
額
二
二
〇

万
ル
ピ
ア
か
ら
約
二
四
四
万
ル
ピ
ア
へ
一

〇
％
程
度
の
引
き
上
げ
に
留
ま
っ
た
。
一
方

で
、
政
府
は
最
低
賃
金
の
Ｋ
Ｈ
Ｌ
水
準
達
成

を
方
針
と
し
て
掲
げ
た
の
で
、
Ｋ
Ｈ
Ｌ
水
準

を
下
回
っ
て
い
た
地
域
に
つ
い
て
は
、
大
き

め
の
引
き
上
げ
幅
と
な
り
、
全
国
的
な
格
差

の
縮
小
に
繋
が
っ
た
。
ま
た
、
県
・
市
レ
ベ

ル
の
最
低
賃
金
を
定
め
て
い
る
ジ
ャ
カ
ル
タ

周
辺
の
県
・
市
で
は
、
ほ
ぼ
ジ
ャ
カ
ル
タ
の

最
低
賃
金
額
並
に
改
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

広
域
的
な
均
衡
も
図
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
さ
ら

に
Ｋ
Ｈ
Ｌ
を
上
回
る
場
合
の
労
使
間
の
協
議

を
強
調
し
た
結
果
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
周
辺
で
は

産
業
別
最
賃
が
発
行
の
目
標
と
さ
れ
て
き
た

年
初
で
も
決
ま
ら
ず
、
二
月
段
階
で
審
議
中

と
い
う
ケ
ー
ス
が
散
見
さ
れ
て
い
る（
１
）。

３
派
遣
・
請
負
規
制
の
強
化

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
労
働
法
の
解
雇
規
制
は
、

解
雇
理
由
が
限
定
的
か
つ
手
続
き
的
に
も
労

働
事
務
所
の
許
可
を
要
す
る
等
非
常
に
厳
し

い
も
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
解
雇
手
当
は
高

額
、
か
つ
、
有
責
解
雇
の
場
合
で
も
支
払
い

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
有
期
雇

用
契
約
に
つ
い
て
も
締
結
要
件
が
限
定
さ
れ

て
お
り
、
原
則
と
し
て
恒
久
的
な
業
務
に
つ

い
て
は
有
期
契
約
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

こ
の
た
め
、
多
く
の
企
業
に
お
い
て
、
業
務

の
繁
閑
に
対
応
す
る
場
合
を
含
め
、
派
遣
や

請
負
と
い
っ
た
外
部
の
労
働
力
を
利
用
す
る

対
応
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　

二
〇
〇
三
年
に
制
定
さ
れ
た
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
労
働
法
で
は
、
派
遣
、
請
負
に
関
す
る
規

制
が
あ
り
、
各
企
業
は
、
そ
の
中
核
業
務
に

は
派
遣
、
請
負
を
利
用
し
て
は
な
ら
な
い
と

さ
れ
て
お
り
、
中
核
業
務
で
は
な
い
も
の
と

し
て
、
清
掃
、
給
食
、
警
備
、
鉱
業
・
石
油

業
の
補
助
業
務
、
労
働
者
輸
送
が
列
挙
さ
れ

て
い
た
が
、
こ
れ
以
外
の
業
務
に
つ
い
て
も
、

派
遣
先
、
請
負
発
注
会
社
か
ら
の
中
核
業
務

で
は
な
い
と
の
疎
明
に
基
づ
い
て
広
範
に
派

遣
、
請
負
が
行
わ
れ
、
多
く
の
国
営
企
業
や

外
国
企
業
も
利
用
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し

て
、
労
働
組
合
側
か
ら
、
労
働
法
に
違
反
す

る
と
し
て
憲
法
裁
判
所
へ
の
訴
訟
が
提
起
さ

れ
、
二
〇
一
二
年
一
月
労
働
組
合
側
勝
訴
の

判
決
が
出
た
。

　

こ
の
判
決
を
受
け
て
、
新
た
な
派
遣
請
負

規
制
の
検
討
が
行
わ
れ
、
二
〇
一
二
年
一
一

月
に
新
し
い
派
遣
請
負
規
制
の
大
臣
令
が
発

出
さ
れ
た
。

　

こ
の
大
臣
令
で
は
、
派
遣
に
つ
い
て
は
、

前
述
の
列
挙
さ
れ
て
い
た
五
業
務
に
限
定
す

る
こ
と
、
請
負
利
用
が
許
さ
れ
な
い
中
核
業

務
と
可
能
な
非
中
核
業
務
の
区
分
に
つ
い
て

は
業
界
団
体
で
定
め
、
届
け
出
る
こ
と
等
が

規
定
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
従
前
か
ら
の
規
制

も
含
め
る
と
、
派
遣
先
変
更
時
に
お
け
る
雇

用
の
承
継
、
違
法
請
負
の
場
合
の
直
接
雇
用

化
、
請
負
契
約
の
事
前
届
け
出
、
派
遣
請
負

労
働
者
の
適
正
労
働
条
件
確
認
等
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
大
臣
令
は
、
公
布
即
日
施
行
だ
っ
た

が
、
一
年
間
の
移
行
期
間
が
置
か
れ
た
た
め
、

二
〇
一
三
年
一
一
月
に
完
全
適
用
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
問
題
を
巡
る
攻
防
は
、
ま
だ

続
い
て
お
り
、
使
用
者
側
は
大
臣
令
を
違
法

と
し
て
憲
法
裁
判
所
へ
の
訴
訟
を
起
こ
し
て

い
る
。
ま
た
、
労
働
側
は
、
多
く
の
国
営
企

業
で
の
請
負
利
用
中
止
と
請
負
労
働
者
の
正

社
員
化
を
求
め
、
労
使
間
や
議
会
で
の
闘
争

を
展
開
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
地
方
で
の
施

行
に
当
た
る
担
当
職
員
が
地
方
分
権
の
結
果

労
働
行
政
専
門
で
な
い
こ
と
か
ら
資
質
、
知

識
等
が
不
十
分
な
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
る
。
こ
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海外労働事情

う
い
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
今
後
の
展

開
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

４
国
民
皆
保
険
制
度
の
導
入

　

二
〇
一
四
年
元
旦
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で

も
っ
と
も
注
目
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ス
は
、
国
民

皆
保
険
制
度
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
医
療
保
険

制
度
は
、
フ
ォ
ー
マ
ル
セ
ク
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
公
務
員
、
軍
人
、
警
察
官
（
二
〇
一
三

年
時
点
で
家
族
を
含
め
全
国
民
の
七
・
五
％
。

以
下
同
じ
）
は
そ
れ
ぞ
れ
の
保
険
制
度
で
手

厚
く
保
護
さ
れ
、
民
間
企
業
の
労
働
者
は
公

的
な
被
用
者
保
険
制
度
（
三
％
）、
ま
た
は
、

そ
れ
と
同
等
以
上
の
民
間
医
療
保
険
（
一
・

二
％
）、
若
し
く
は
企
業
負
担
（
七
・
一
％
）

に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
て
い
た
。
イ
ン
フ
ォ
ー

マ
ル
セ
ク
タ
ー
で
は
、
貧
困
者
に
対
す
る
政

府
負
担
の
医
療
制
度
（
三
六
・
三
％
）、
地

方
自
治
体
所
管
制
度
（
主
に
自
営
業
者
等
対

象
）（
一
九
・
六
％
）
が
あ
っ
た
が
、
残
り
の

二
五
・
三
％
は
保
険
未
適
用
と
な
っ
て
い
た
。

　

こ
の
数
値
か
ら
み
る
と
、
フ
ォ
ー
マ
ル
セ

ク
タ
ー
従
事
者
と
そ
の
家
族
は
全
人
口
の
二

割
以
下
と
な
っ
て
お
り
、
労
働
力
人
口
の
三

割
か
ら
四
割
と
言
わ
れ
る
フ
ォ
ー
マ
ル
セ
ク

タ
ー
の
割
合
を
考
え
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
医

療
保
険
制
度
を
含
む
社
会
保
険
の
企
業
へ
の

適
用
が
十
分
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
地
方
自
治

体
所
管
の
制
度
は
域
内
の
診
療
所
、
病
院
で

し
か
使
え
な
か
っ
た
の
で
、
居
住
地
に
住
民

登
録
を
持
た
な
い（
２
）自
営
業
者
等
は
、
保

険
に
加
入
す
る
実
益
が
な
か
っ
た
。
約
四
分

の
一
の
医
療
保
険
未
適
用
の
グ
ル
ー
プ
に
は
、

こ
の
よ
う
な
人
々
も
相
当
数
含
ま
れ
て
い
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

新
し
い
医
療
保
険
は
、
全
国
単
一
の
制
度

で
、
保
険
料
は
グ
ル
ー
プ
毎
に
定
め
ら
れ
て

い
る
。
軽
減
料
率
が
適
用
さ
れ
る
経
過
措
置

終
了
後
の
時
点
で
、
フ
ォ
ー
マ
ル
セ
ク
タ
ー

労
働
者
は
給
与
の
五
％
（
公
務
員
は
使
用
者

三
％
、
労
働
者
二
％
、
民
間
労
働
者
は
使
用

者
四
％
、
労
働
者
一
％
）
で
、
本
人
家
族
併

せ
て
五
人
ま
で
保
障
し
、
六
人
目
か
ら
は
給

与
の
一
％
の
追
加
保
険
料
と
な
っ
て
い
る
。

自
営
業
者
等
は
入
院
可
能
な
病
室
の
レ
ベ
ル

等
に
よ
り
、
家
族
一
人
毎
に
月
二
万
五
五
〇

〇
ル
ピ
ア
か
ら
五
万
九
五
〇
〇
ル
ピ
ア
、
貧

困
層
は
月
一
万
九
二
二
五
ル
ピ
ア
を
政
府
負

担
と
さ
れ
て
い
る
。
保
険
料
負
担
と
し
て
は

フ
ォ
ー
マ
ル
セ
ク
タ
ー
が
重
く
、
他
の
被
保

険
者
の
費
用
を
事
実
上
補
助
す
る
こ
と
に
な

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
と
く
に
、
こ
れ
ま

で
の
民
間
の
労
働
者
の
医
療
保
険
制
度
で
は

労
働
者
負
担
分
が
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
不

満
は
高
い
も
の
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
貧
困
層

の
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国

内
の
医
療
専
門
家
か
ら
も
不
十
分
と
の
意
見

が
あ
り
、
筆
者
が
意
見
交
換
し
た
国
際
機
関

関
係
者
の
多
く
も
二
倍
か
ら
三
倍
程
度
必
要

と
の
見
解
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
財
政
事
情
を
反
映
し

て
、
診
療
報
酬
が
抑
え
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

民
間
医
療
機
関
で
保
険
診
療
を
引
き
受
け
る

も
の
が
少
な
く
、
中
に
は
一
旦
保
険
診
療
を

引
き
受
け
る
こ
と
と
し
た
も
の
の
数
日
で
離

脱
す
る
病
院
も
出
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　

保
険
適
用
義
務
化
は
段
階
的
に
進
め
ら
れ

て
お
り
、
自
営
業
者
を
含
め
た
全
面
的
な
義

務
化
は
二
〇
一
九
年
だ
が
、
貧
困
層
等
は
既

に
加
入
し
て
い
る
の
で
、
中
小
企
業
の
加
入

適
用
促
進
等
に
よ
る
を
含
む
保
険
財
政
の
確

立
と
医
療
サ
ー
ビ
ス
供
給
の
確
保
が
喫
緊
の

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

５
今
後
の
課
題

　

以
上
の
よ
う
な
政
策
の
展
開
は
、
フ
ォ
ー

マ
ル
セ
ク
タ
ー
の
労
働
者
の
賃
金
を
引
き
上

げ
、
非
正
規
労
働
者
の
規
制
強
化
に
よ
る
正

規
雇
用
代
替
防
止
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
セ
ク

タ
ー
従
事
者
を
含
む
全
国
民
の
健
康
確
保
と

そ
れ
ぞ
れ
首
肯
さ
れ
る
目
的
を
持
ち
、
い
ず

れ
も
、
こ
の
と
こ
ろ
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
経

済
成
長
の
果
実
を
よ
り
均
等
に
配
分
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
労
働

市
場
は
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
セ
ク
タ
ー
の
割

合
が
非
常
に
高
く
、
し
か
も
、
こ
の
と
こ
ろ

の
経
済
成
長
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
比
率

の
低
下
は
非
常
に
緩
や
か
な
も
の
で
あ
る
。

　

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
は
フ
ォ
ー
マ
ル
セ

ク
タ
ー
労
働
者
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
急
激

な
引
き
上
げ
は
労
働
集
約
産
業
を
中
心
に
雇

用
を
縮
小
さ
せ
る
可
能
性
さ
え
あ
る
。派
遣
・

請
負
規
制
も
フ
ォ
ー
マ
ル
セ
ク
タ
ー
内
規
制

で
あ
り
、
か
つ
、
厳
し
い
有
期
契
約
、
解
雇

規
制
の
関
係
も
あ
り
、
企
業
経
営
、
外
国
投

資
へ
の
影
響
に
よ
っ
て
は
雇
用
へ
の
影
響
も

懸
念
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
健
康
保
険
制
度
で

は
、
フ
ォ
ー
マ
ル
セ
ク
タ
ー
に
高
い
保
険
料

を
課
し
て
お
り
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
セ
ク

タ
ー
と
称
し
て
保
険
適
用
を
免
れ
よ
う
と
す

る
企
業
が
多
数
出
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。

　

こ
う
い
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
労
働
分

野
で
は
、
成
長
の
成
果
を
国
民
に
配
分
し
、

格
差
を
縮
小
す
る
た
め
に
、
フ
ォ
ー
マ
ル
雇

用
の
増
加
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
セ
ク
タ
ー
か

ら
フ
ォ
ー
マ
ル
セ
ク
タ
ー
へ
の
転
換
促
進
が

課
題
で
あ
り
、
一
つ
一
つ
の
政
策
に
お
い
て

も
、
こ
の
観
点
か
ら
の
整
合
性
の
検
討
の
う

え
、
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て

い
る
。
フ
ォ
ー
マ
ル
セ
ク
タ
ー
へ
の
流
入
を

促
す
若
者
雇
用
対
策
の
重
視
、
流
出
を
抑
制

す
る
雇
用
保
険
制
度
導
入
、
さ
ら
に
は
社
会

労
働
保
険
適
用
強
化
か
ら
フ
ォ
ー
マ
ル
セ
ク

タ
ー
雇
用
と
し
て
、
労
働
者
を
保
護
し
て
い

く
こ
と
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
課
題
と

考
え
て
い
る
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
来
年
も
被
用
者
年
金
制

度
の
導
入
等
さ
ら
に
労
働
者
を
保
護
す
る
政

策
の
展
開
も
予
定
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な

社
会
保
障
の
充
実
は
内
需
拡
大
に
よ
り
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
経
済
に
資
す
る
も
の
と
考
え
て
い

る
が
、
可
能
な
限
り
多
く
の
国
民
が
フ
ォ
ー

マ
ル
セ
ク
タ
ー
従
事
者
と
の
経
済
成
長
の
配

分
を
享
受
で
き
る
、
均
衡
あ
る
発
展
が
望
ま

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
筆
者
も
、
そ
の
一
助

を
担
う
べ
く
、
努
力
し
て
お
り
、
皆
様
の
ご

支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
た
い
。

［
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］
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イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
含
め
各
国
の
最
低
賃
金
額
に
つ
い

て
は
、
労
働
政
策
研
究
研
機
構
ホ
ー
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ペ
ー
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、

h
ttp

://w
w

w
.jil.g

o
.jp

/k
o

k
u

n
a

i/sta
tistic

s/

databook/2013/05/p186_t5-19.pdf

を
参
照
。

２　

一
部
の
自
治
体
で
は
、
人
口
流
入
を
抑
制
す
る
た
め

に
、
フ
ォ
ー
マ
ル
セ
ク
タ
ー
で
の
職
業
を
持
た
な
い
転

入
者
の
住
民
登
録
を
受
け
付
け
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
と

言
わ
れ
て
い
る
。


